
毎月 11 日は「人権を確かめあう日」です 
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 すべての人の人権は、同じように大切にされなければなりません。 

 特定の人たちの人権だけが大切にされたり、されなかったり、誰かの人権が傷つけられ

たりすることがあってはいけません。 

 

 人権とは、私たち一人ひとりが幸せに生きるための権利であり、そのためには、私たち

の生命が大切にされ、自由が保障される必要があります。 

 

 生命とは、かけがえのないものであり、世界でただひとつの尊いものです。だから、か

けがえのない生命を奪うことも、奪われることもあって 

はいけません。そのための戦争がおこっても、また環境 

汚染がひろまってもいけないのです。 

そして何より、決して差別があってはいけないのです。 

 

 あらゆる差別をなくし、誰もが生きていてよかった 

と思える社会づくりのため、一人ひとりが人権につい 

て考えてみましょう。 
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